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【一般推薦選抜Ⅰ期・技能特待生選抜】 
現代の錯綜する職業社会の情勢を考えていく上で、またそのような情勢の中でどう生き

ていくかを考えて自己実現していく上でも、自分を知ることは重要です。 
そのポイントとなる自らの出来事について振り返らせ、文章化させることを通して、思考

力・表現力・言語感覚をみることのできる出題内容になっています。 
 
 
【社会人選抜Ⅰ期・編入学選抜Ⅰ期・社会人編入学選抜Ⅰ期】 
現代の錯綜する職業社会の情勢を考えていく上で、またそのような情勢の中でどう生き

ていくかを考えて自己実現していく上でも、自分を知ることは重要です。 
出題のねらいとしては、一定の社会経験をもつ者が、自己の体験とどう結合させることが

できるかを問う問題となっています。また、自らの考えを文章化させることを通して、思考
力・表現力・言語感覚をみることのできる出題内容になっています。 
  
 

 
 
 
 

 
 

 
【一般推薦選抜Ⅰ期・技能特待生選抜】 
現代の錯綜する職業社会の情勢を考えていく上で、またそのような情勢の中でどう生き

ていくかを考えて自己実現していく上でも、自分を知ることは重要です。 
そのポイントとなる自らの出来事について振り返らせ、文章化させることを通して、思考

力・表現力・言語感覚をみることのできる出題内容になっています。 
 
 
【社会人選抜Ⅰ期・編入学選抜Ⅰ期・社会人編入学選抜Ⅰ期】 
現代の錯綜する職業社会の情勢を考えていく上で、またそのような情勢の中でどう生き

ていくかを考えて自己実現していく上でも、自分を知ることは重要です。 
出題のねらいとしては、一定の社会経験をもつ者が、自己の体験とどう結合させることが

できるかを問う問題となっています。また、自らの考えを文章化させることを通して、思考
力・表現力・言語感覚をみることのできる出題内容になっています。 
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入試問題（小論文）出題のねらい 

 
【一般選抜(C日程)】 
現代の錯綜する職業社会の情勢を考えていく上で、またそのような情勢の中でどう生き

ていくかを考えて自己実現していく上でも、自分を知ることは重要です。 
出題のねらいとしては、受験者が、自己の体験を振り返って、どのように考えをめぐらす

のかを問う問題となっています。また、自らの考えを文章化させることを通して、思考力・
表現力・言語感覚を観察できる出題内容になっています。 
  

 

以下の文章を読み， Ⅰ Ⅱ Ⅲ の各問に答えなさい。

人の心を分析して，「智，情，意」の三つに分類するというのは，心理学者の説に基づくものだが，

この三つの調和がいらないという者など誰もいないだろう。知恵と情愛と意志の三つがあってこそ，

人間社会で活動ができ，現実に成果をあげていけるものである。ここでは，常識の原則である，「智，情，

意」の三つについて，すこし述べてみたいと思う。

まず「智」とは，人にとってどのような働きをするのだろう。人として知恵が充分に発達してい

ないと，物事を見分ける能力に不足してしまう。たとえば，物事の善悪や，プラス面とマイナス面

を見抜けないような人では，どれだけ学識があったとしても，よいことをよいと認めたり，プラス

になることをプラスだと見抜いて，それを採（１）ることができない。学問が宝の持ち腐れに終わって

しまうのだ。この点を思えば，知恵がいかに人生に大切であるかが理解できるだろう。

しかし，「智」ばかりで活動ができるかというと，決してそうではない。そこに「情」というもの

がうまく入ってこないと，「智」の能力は十分にハッキ（ア）されなくなってしまう。

たとえば，「智」ばかりが膨れ上がって情愛の薄い人間を想像してみよう。自分の利益のためには，

他人を突き飛ばしても，蹴飛ばしても気にしない，そんな風になってしまうのではあるまいか。

もともと知恵が人並み以上に働く人は，何事に対しても，その原因と結果を見抜き，今後どうな

るかを見通せるものだ。このような人物に，もし情愛がなければたまったものではない。その見通

した結果までの筋道を悪用し，自分がよければそれでよいという形で，どこまでもやり通してしまう。

この場合，他人に降りかかってくる迷惑や痛みなど，何とも思わないほど極端になりかねない。そ

のバランスの悪さを調和していくのが，「情」なのだ。

「情」は一種の緩和剤（２）で，何事もこの「情」が加わることによってバランスを保ち，人生の出

来事に円満な解決を与えてくれるのである。もしも人間の世界から「情」という要素を除いてしまっ

たら，どうなるだろう。何事も極端から極端に走って，ついにはどうしようもない結果を招いてし

まうに違いない。だからこそ，人間にとって「情」はなくてはならない機能なのだ。

しかし，「情」にも欠点があって，それは瞬間的にわきあがりやすいため，悪くすると流されてし

まうことだ。特に，人の喜び，怒り，哀しみ，楽しみ，愛しさ，憎しみ，欲望といった七つの感情は，

その引きおこす変化が激しいため，心の他の個所を使ってこれらをコントロールしていかなければ，

感情に走り過ぎるという弊害を招いてしまう。この時点で，「意志」というものの必要性が生じてく

るのである。

動きやすい感情をコントロールするものは，強い意志より他にはない。だからこそ，「意」は精神

活動の大本ともいえるものだ。強い意志さえあれば，人生において大きな強みを持つことになる。

しかし意志ばかり強くて，他の「情」や「智」がともなわないと，単なる頑固者や強情者になってしまう。

コンキョ（イ）なく自信ばかり持って，自分の主張が間違っていても直そうとせず，ひたすら我を押し

通そうとする。

もちろん，こんなタイプも，ある意味から見ればソンチョウ（ウ）すべき点がないでもない。しかし，

それでは一般社会で生きる資格に欠け，精神的に問題があって完全な人とはいえないのだ。強い意

志のうえに，聡明（３）な知恵を持ち，これを情愛で調節する。さらに三つをバランスよく配合して，

大きく成長させていってこそ，初めて完全な常識となるのである。　

出典：渋沢栄一（訳：守屋淳）『現代語訳 論語と算盤』筑摩書房 pp.66-68

Ⅰ 本文中の波線部　　　（１）（２）（３）は漢字の読みを，下線部　　　（ア）（イ）（ウ）のカタカナを

漢字にして解答欄に記入しなさい。

Ⅱ 文章中の二重線部　　　「情愛がなければたまったものではない」のはなぜか。その理由を渋沢

はどう言っていますか，説明しなさい。

Ⅲ 本文を読み，「智，情，意」について自分はどう考えるかをみずからの体験をもとに 500 字以内

で述べなさい。
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